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まず、表紙、目次をみていただきたい。
この本づくりは私が東京都品川区の社会福祉協議会の介護専門学校長と男性介護研究会（於立命館）で5年前に

介護実践の本を作ろうということで発足したものである。5年間、紆余曲折はあったが、2・3ヶ月に1回研究会を
持ち、専門討議を経て、現場の労働者と研究者の力でできた本である。結果的には、10人の現場実践家の執筆論
文となった。

本書の意義は、準市場化された（との指摘がある）介護保険法を根拠にした介護実践が、ややもすれば人格の
交流を抜きにした「介護サービス」の売買に傾斜しつつあることを苦慮し、今一度、療育実践、介護実践の歴史を
ふり返りそれぞれの本質を見出そうとするところにある。

また、この本の編集は本学の鴻上圭太氏と佛教大学福祉教育開発センターの北垣智基氏、若き教員2名である。
私が中心的にかかわったことは本学の誇りとも考えられる。しかし、この本の目的でもある「重症者療育で積み
重ねられてきた発達保障の実践を高齢者介護実践につなげる」ためにふさわしく、若き教員2人ともが両分野にか
かわっていたことにあると考えている。

そして、30代～80代の幅広い執筆グループが結成され、グループメンバーのうち、研究者の立場としては、当
事者（障害者）の河野勝行氏、医師の杉本健郎、垰田和史、経済学の池上惇氏らがいる。

この本は本屋で山と積まれたいわゆる“ハウツー本”などではなく、前述した切り口での専門書であり、日本で
はじめての新しい視点を示す書物である。

とはいえ、不十分の点もあり、執筆者の発達保障と今後の実践のためにも多くの皆様からのご批判をお願いする。

『未来につなぐ療育・介護労働─生活支援と発達保障の視点から─』
の編者が語る

藤本 文朗*
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